
（単位：円）

流動資産 流動負債

固定資産(基本財産) 固定負債

基本金

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

次期繰越活動収支差額

（単位：円）

介護保険収入

医療事業収入

経常経費補助金収入

寄付金収入

雑収入

引当金戻入

国庫補助金等特別積立金取崩額

人件費

事務費支出

事業費支出

利用者負担軽減額

減価償却費

引当金繰入

受取利息配当金収入

経理区分間繰入金収入

その他の事業活動外収入

借入金利息支出

経理区分間繰入金支出

雑損失

その他の事業活動外支出

特別収支差額(10） △ 98,018

特別養護老人ホーム　静原寮

施設長　　羽 賀　　進

貸借対照表
（自）平成25年4月1日　（至）平成26年3月31日

資産の部 金　額 負債の部 金　額

固定資産(その他の固定資産) 78,178,304 負債の部合計 209,573,328

304,011,402 33,616,270

804,352,354 175,957,058

301,728,557

34,954,599

純資産の部 金　額

158,364,434

1,186,542,060

481,921,142

（うち当期活動収支差額） 28,533

事業活動収支計算書
（自）平成25年4月1日　（至）平成26年3月31日

勘定科目 金　額

純資産の部合計 976,968,732

資産の部合計 1,186,542,060 負債及び純資産の部合計

経常支出計(2)

事
業
活
動
収
支
の
部

収
入

419,934,658

11,583,793

102,200

390,000

6,992,718

21,193,716

13,260,037

8,843,597

事業活動収入計(1) 473,457,122

支
出

298,712,544

58,475,713

70,767,644

588,263

24,881,483

17,557,536

11,190,985

470,983,183

経常活動資金収支差額(3)＝(1)－(2) 2,473,939

事
業
活
動
外
収
支
の
部

収
入

432,427

6,767,820

1,643,350

事業活動外収入計(4)

事業活動外収支差額(6)＝(4)－(5) △ 2,347,388

経常収支差額(7)＝(3)－(6) 126,551

支
出

2,207,325

6,767,820

146,480

2,069,360

事業活動外支出計(5)

当期活動収支差額(11)＝(7)＋(10) 28,533
繰

越

活

動

収

支

差

額

の

部

前期末繰越活動収支差額(12) 481,892,609

当期末繰越活動収支差額(13)＝(11)＋(12) 481,921,142

基本金取崩額(14) 0

基本金取崩額(15)

〒601-1121
京都市左京区静市静原町582番地の1

社会福祉法人　松光会
特別養護老人ホーム　静原寮

TEL075-741-2866/FAX075-741-1761
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.shizuhararyo.com

E-ｍａｉｌ  shizuhararyo@kyoto.zaq.ne.jp
発行責任者/　羽 賀　進

平成２６年　第１８号　（平成26年秋冬号）

次期繰越活動収支差額(18)＝(13)+(14)-(15)+(16)-(17) 481,921,142

0

その他の積立金取崩額(16) 0

その他の積立金積立額(17) 0

 
私
ど
も
「
社
会
福
祉
法
人
松
光
会
」
は
、
昭

和
五
十
年
の
法
人
設
立
以
来
、
左
京
区
静
原

に
お
い
て
「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
静
原

寮
」
を
運
営
し
、
地
域
の
高
齢
者
福
祉
の
一

翼
を
担
っ
て
参
り
ま
し
た
。
 

 
そ
こ
で
得
た
「
信
頼
」
と
「
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
ノ
ウ
ハ
ウ
」
を
持
っ
て
、
こ
の
度
、
京
都
市

様
か
ら
「
旧
左
京
保
健
所
養
正
分
室
」
を
お

借
り
し
、
来
年
一
月
に
、
左
京
区
「
養
正
・
養

徳
」
圏
域
に
暮
ら
す
ご
高
齢
の
皆
様
が
、
継

続
し
て
こ
の
地
で
安
心
し
て
生
き
生
き
と

生
活
し
て
頂
く
た
め
の
支
援
拠
点
と
し
て
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 
な
お
、
整
備
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 一
、
「
通
い
」
の
ス
ペ
ー
ス
 

 
日
中
の
活
動
の
場
と
し
て
、
「
食
堂
・
居

間
」
・
「
浴
室
」
を
整
備
し
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
や
生
活
リ
ハ
ビ
リ
、
食
事
の
提
供
と
入
浴

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
 

二
、
「
宿
泊
」
の
ス
ペ
ー
ス
 

 
宿
泊
室
を
５
室
整
備
し
、
長
期
に
渡
る
宿

泊
や
緊
急
で
の
宿
泊
な
ど
、
ご
利
用
者
の
諸

事
情
に
対
応
し
た
体
制
を
整
え
ま
す
。
 

三
、
「
訪
問
」
の
ス
ペ
ー
ス
 

 
訪
問
の
拠
点
と
な
る
事
務
所
を
整
備
し
、

地
域
に
暮
ら
す
ご
高
齢
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
在
宅
で
の
生
活
支
援
を
行
い
ま
す
。
 

四
、
「
交
流
」
の
ス
ペ
ー
ス
 

 
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
サ
ロ
ン
を
整

備
し
、
地
域
の
皆
様
の
集
い
の
場
、
交
流
の

場
と
し
て
の
活
用
を
行
い
、
地
域
に
溶
け
込

む
施
設
運
営
を
目
指
し
ま
す
。
 

 
 

東館1階 介護職員 浜田しおり 西館2階 介護職員 中村佳西館2階 介護職員 楫野雄西館1階 介護職員 田原優看護師 宮﨑純子 東館1階 介護職員 石田聖貴 東館1階 介護職員 山下恵巨 西館1階 介護職員 菅浪美東館2階 介護職員 梅野留美 西館1階 介護職員 亀石ひ看護師 大木元美 

  

 高田万紀子 様 

 中村初江 様 

 松本勝利 様 

 片山 環 様 

 松尾尚武 様 

 辻 治男 様 

 澤田菊枝 様 

 大西チヨ子 様 

 佐々木寿一 様 

 株式会社 朱常分店 様 

 京都青果協会 様 

                  （順不同） 
 

 たくさんのご寄付・ご寄贈 

 ありがとうございました。 

 皆様の御芳情に厚く御礼申し上げます。 

                 

                  ～職員一同～ 

防災に想う 

  

  京都市を含む、京都府全体の高齢者福祉施設が集い、年１回「京都老人福祉学会」を開催して、

介護の質の向上や施設経営の課題などについて研究討議をしています。今年で１２回を数えますが、

今回は１１月下旬に初めて福知山で開催されます。 
 
 先日、実行委員会で会場などの下見に行ってきました。当日は京都市北部で集中豪雨があり、朝
から山陰線が園部―福知山間で運転見合わせとなっていました。心配しながら車で福知山に向か
いましたが、天気も良く、市内は集中豪雨があったような痕跡は微塵もありません。会議の後、市内
の会場となる施設を数か所廻る中で、車中で地元の施設長から昨年や今年８月の福知山中心市街
が冠水した豪雨災害の様子を聞きました。車内からは当時の様子が窺うことができないほど、平穏
な街のたたずまいで、わずかに積み残された土嚢にその当時の様子を垣間見ることができる程度で
した。しかし学会のメイン会場の一つとなる予定の施設には、いまだに避難生活を余儀なくされてい
る方々がおられる様子で、被災された方々には心からお見舞い申し上げたいと思います。 
 
 多くの犠牲者を出した広島市の例を持ち出すまでもなく、大雨によって一晩で大災害となる現実を
見ますと、災害などのリスクに対する備えの重要性が年々高まってきています。老人ホームでもＯ１
５７などによる集団職中毒や冬期のノロウイルスなどによる集団感染など、毎年その予防や対策に
神経を使っていますが、東京でのデング熱患者の発生など、これまでは想像すらしなかったことが
起こる時代なのだと、気を引き締め万一の時の対策を考えておかなければならないとつくづく思いま
す。勿論、直下型地震や原発事故も同じで、絶対ないとか絶対安全だとかは言えないのが現状です。 
 
 よく言われるように、人間の日常的な生活が便利になればなるほど、地球に負荷をかけることにな
り、それとの引き換えといえる地球温暖化の進行が昨今の異常気象の発生や生態系の混乱などの
事象を引き起こしているのでしょうが、簡単には解決できない深刻な問題です。南北格差や貧困問
題から引き起こされている内戦やテロも、一部の富裕層や偏った経済活動の結果がもたらした一面
もあり、日本も絶対安全とは言えない時代がやってくるのか、空恐ろしい気分です。 
 
 自然環境も人間社会も均衡をとるこが重要なのだと思いますが、とりあえず「自分の身は自分で守
る」と言われるように、日ごろから災害リスクに備えると同時に、自分の生活のありようも見つめ直し、
地球環境にできるだけ負荷のかからない、質実な生活を目指さなければならないと思います。大層
な話になってしまいましたが、自分の身に置き換えれば、まずは余分なカロリーの摂取を避け、精進
して健康寿命を延ばすという、「言うは易く行うは難し」ともいうべき命題でありますが、頑張ってみよ
うと思っています。 
 

 
平成25年度事業実績ですが、施設入
所の稼働率は95.9%、平均要介護度は
3.97で、短期入所の稼働率は118.5%、
平均要介護度は2.82でした。 
 
最高齢は103歳、最年少は65歳7ヶ月
で、平均年齢は男性が82.6歳、女性が
88.6歳でした。 
  
平成25年度は大規模な修繕等もあり、
当期活動収支差額は28,533円でした。 

平成25年度決算報告書 

ご寄付・ご寄贈 

新
規
事
業
の
お
知
ら
せ 



わっしょーーーい!! たのしいよーー！ 

西1階フロアは、ご利用者30名の方が過ごされており、静原寮では一番多

くの職員が働く大変にぎやかな明るいフロアです。 

行事にも力を入れており、月1回の誕生日会や手作りおやつを開催しています。 
誕生日会ではギターの生演奏もあり、手作りおやつでは季節に合わせた毎月違っ
たおやつ作りをご利用者と一緒に作って楽しんでいます。 

また、外出もお寿司屋さんや植物園へ行ったりと、ご利用者にもいつもと違った空

気を吸ってもらい、ご家族にも喜んで頂いています。 
職員同士も大変仲が良く、コミュニケーションを大切にし、笑い声が絶えないフロア
でもあります。これからもご利用者の笑顔を絶やす事の無いようみんなで協力して
いきたいと思います。 

東１階フロアは、 

正面ロビーのすぐ近くのフロアで、お外の景色が良く見えます。 
出勤してくる職員の車を見て、お話されたり、 
農作業の風景を見て、若い頃を思い出される方もおられます。 
春には桜が満開に咲き、職員もご利用者も一緒に眺めてお話しています。 
職員は２０代～３０代の方が多く、日々笑顔を忘れずに頑張っています。 



西２階フロアは、外出・お散歩・レクレーション・行事の参加や、ボール遊

び。習字・カラオケ・ボーリングまで…ご利用者と職員が一緒に、元気や笑顔や何

やらやで、盛り沢山の活気に満ちたフロアーです♪ 
職員の平均年齢は静原でナンバー１です（笑） 
何でも話し助け合いの出来るチームワークで、頼れる先輩や可愛い後輩と一緒に
日々考え日々学び、楽しく元気に頑張っていま～す。 
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